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NEC ExpressS 日 00 シリ-ズ 
Express5800/i110Rb-1h 


システム設定のをち 


マザーボードの入カシステムの設走ち法について説明しまず。 

本装置を導入したときやオプションの増設/取り外しをするときはここで説明する内容をよく 
理解して、正し < 設定して < ださい。 

システム BIOS ( SETUP ) のセットアップ （32 ぺージ） 

本装置の基本入化カシステムのセットアップをするためのユーティリティ 
「SETUP」 の使用方法とを種パラメータについて説明します。また、内蔵の 
CMOS に保をされた SETUP の設定値をクリアするジャンパピンの設定につい 
ても併せて説明します。 

割り込みライン（已9ぺージ） 

マザーボードの割り込みの設をについて説明していまず。 
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システム BIOS ( SETUP ) のセットアップ 

Basic Input Output System (BIOS) の設定方法について説日月します。 

本装置を導人したときやオプションの増設/取り外しをするときはここで説 S 月する内容をよく 
理おして、正しく設定してください。 

SETUP は八ードウエアの基本設ををずるためのユーティリティツールでず。このユーティリ 
ティは本体内のフラッシュメモリに標準でインストールされているため、専用のユーティリ 
ティなどがな < てわ実巧できます。 

SETUP で設定される内容は、化荷時に最电標準で最適な状態に設走していまずのでほとんど 
の場合において SETUP を使用するか要はありませんが、この後に説 B 月するような場合などを 
要に応じて使巧してください。 


• SETUP の操作は、システム管理ち（アドミニストレータ）び巧ってく 

置3 ださい。 

• SETUP では、パスワードを設定ずることびできまず。バスワードには、 
「 SupervisorJ と fUserJ の2つのレベルがありまず。 |" Super\/isorJ 
レベルのパスワードで SETUP を起動した場合、ずべての項目の変更が 
できまず。 rSupervisorJ のパスワードが設定されている場合、 

「 User 」 レベルのパスワードでは、設定内容を変更できる項目が限5れ 
まず。 

• 0 S (オペレーティングシステム）をインス! -- J レずる前にパスワード 
を設定しないでください。 

• SETUP は、最新のバージヨンびインス!-ールされていまず。このため 
設定画面が本書で説明している内容と異なる場合がありまず。設定項目 
については、オンラインヘルプを参照ずるか、保守サービス会社に問い 
合わせてください。 

• SETUP は Exit メニューまたは < Esc >、 く F 1 0>キーで必ず終了してく 
ださい。 SETUP を起動した状態でパワーオフ、リセットを行った場合 
には SETUP の設定が正しく更新されないことがありまず。 
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本体の電源を ON じするとディスプレイ装置の画面に POST (Power On Self - Test ) の実行内 
容が表示されます。 「 NEC 」 □ゴが表示された場合は、 < Esc > キーを押してください。 

しばらくすると、次のメ、ソセージが画面左下に表示されまず。 


Press < F 2> to enter SETUP 


ここで < F 2> キーを押すと、 SETUP が起動して Main メニュー画面を表示します。 


W 前に SETUP を起動してパスワードを設定している場合は，パスワードを入力する画面が表 
示されます。パスワードを人力してください。 


Enter password L J 

パスワードの入力は、3回まで行えまず。3回とも誤ったパスワードを入力すると、本装置は 
動作を停止します（これより先の操作を巧えません）。電源を OFF にしてください。 



パスワードには、 「 S 叩 ervisor 」 と 「 User 」 の2種類のパスワードがあります。 
「 Supervisor 」 では、 SETUP でのすベての設をのが態を確認したり、それらを 
変更したりすることができます。 「 User 」 では、確認できる設まや、変更でき 
る設をに制限があります。 
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キーと画面の説明 


キーボード上の次のキーを使って SETUP を操作しまず（キーの機能については、画面下にも 
表示されています)。 


サブメニューが 
あることを示す 


設定項目 


Phoenix TrustedCoreCtm) 


► System Manaaement 

► Console Redirection 

► Event Log Configuration 

Assert NMI on PERR: 

Assert NMI on SERR: 

' FRB-2 Policy: 

Boot Monitoring: 

Boot Monitoring PoLicy: 
Thermal Sensor: 

BMC IRQ: 

Post Error Pause: 

AC-LINK: 

Power ON Delay Time: 
Platform Event FiLtering: 



現在表示しているメニューを示す 

Utility 



Item Specific Help 


Additional setup menus . 
view server management 
features. 


オンライン 

ヘルプ 

ウインドウ 


Item \- /+ Change Values 


F9 Setup Defaults 


キーの機能説明 


パラメータ（選択ずると义字が反転する*) 


* 自動的にコンフィグレーションされたものや検化されたもの、情 
報の表示のみサパスワードの設定により蛮更が許可されていない 
項目はグレーアウトされた表示になります。 


□ カーソル丰一 （t 、 i ) 

画面に表示されている項目を選択しまず。で字の表示が反転している項目が現在選 
択されています。 

□ カーソル キー （^、 一） 

Main や AcK / anced 、 Security . Server . Boot 、 Exit などのメニューを選択します。 

□ く一 >キー/く十 > キー 

選択している項目の値（パラメータ）を変更します。サブメニュー（項目の前に 
「►」がついているもの）を選択している場合、このキーは無効でず。 

□ く En 1; e 「> キー 

選択したパラメータのまをを行うときに押します。 

□ く Esc > キー 

ひとつ前の画面に戻ります。また値を保をせずに SETUP を終了しまず。 

□ く F 9> キー 

現在表示している項目のパラメータをデフォルトのパラメータに戻します（化荷時 
のパラメータと異なる場合があります)。 

□ く F 10> キー 

SETUP の設定内容を保存し、 SETUP を終了します。 
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設定例 


次にソフトウエアと連携した機能や、システムとして運用するときに必要となる機能の設定例 
を巧レます。 


曰付-時刻関連 


「 M 却 n 」 一 「System Time」、「System Date 」 



rESMPRO / ServerManagerJ を使ってネットワーク経由で本体の電源を制御ずる 

「Advanced」fAdvanced Chipset Control」 一 「Wake On LAN/PME」 一 「Enabled」 


UPS 関連 


UPS と電源連動（リンク）させる 

一 UPS から電源が供給されたら常に電源を ON させる 
「Server」 一 「AC-LINK」 一 「Power On」 

一 POWER スイ、ソチを使って OFF にしたときは、 UPS から電源がイ共給されても電源を 
0 FF のままにする 

「Server」 一 「AC-LINK」 一 「Last State」 

一 UPS から電源が供給されても電源を OFF のままにする 
「Server」 一 「AC-LINK」 一 「Stay Off」 


起動関連 


本体に接続している起動デバイスの順番を変える 

「BooU ^起動順唐を設定する 

POST の実行内容を表示ずる 


「 Advanced 」 ^ fBoot-time Diagnostic 过 3「 een 」 ^ 「ヒ nabled 」 

「NEC」 □ゴの表示中1こく Esc> キーを押しても表示させることができます。 


リモートウェイクアツプ機能を利用ずる 

モデムから： 「Advanced」 一 f Advanced Chipset Control J 

一 「Wake On Ring」 一 「Enabled」 

LAN から： 「AcK/anced」 一 f Advanced Chipset Control J 

一 「Wake On LAN/PME」 一 「Enabled」 


PCI デバイスから： 「AcK/anced」 一 f Advanced Chipset Control J 

「Wake On LAN/PME」 一 「Enabled」 

RTC のアラームから： 「AcK/anced」 一 f Advanced Chipset Control J 

一 「Wake On RTC Alarm」 一 「Enabled」 


HW コンソール端末か S 制御ずる 

「Server」 一 「Console Redirection」 一ぞれぞれの設定をする 
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メモリ関連 


搭載しているメモリ （ DIMM ) の状態を確認ずる 

「 Advanced 」 一 「Memory Configuration」[DIMM #n Status 」 表示を磕認ずる 
( n :1-2) 

メモリ （ DIMM ) のエラー情報をクリアずる 

「 Advanced 」 一 「Memory Configuration 」 一 「Memory Retest 」 ^ 「 Yes」 一再起動 
するとクリアされる 


CPU 関連 


搭載している CPU のげ態を確認ずる 

FMainJ 「Processor Settings」 一表示を確認する 

画面に表示されている CPU 番号とマザーボード上のソケットの位置は上國のように対応 
していまず。 

CPU のエラー情報をクリアずる 

「Main」 一 [Processor Settings」 一 [Processor Retest」 一 「Yes」 一再起動すると 
クリアされる 


キーボード関連 


Numlock を設定ずる 

「Advanced」 一 「 NumLock」fOnJ 谓効）/ 「 Off 」 （無効：初期値) 


イベント□グ関連 


イベント□グをクリアずる 

「Server」 ^ 「Event Log Configuration」 一 「Clear All Event Logs」 一 「Enter」 一 「Yes」 



BIOS レベルでのパスワードを設定ずる 

["Security」 一 ["Set Supervisor Password」 ^ パスワードを入力ずる 

管理者パスワード （Supervisor）、 ユーザーパスワード (User) の順に設定:します 


が付けデバイス関連 


I / O ポートに対する設定をずる 

rAdvancedJ ^ [Peripheral Configuration」^ ぞれぞれの I/O ポートに対して設定をずる 
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内蔵デバイス関連 


本装置内蔵の PCI デバイスに対する設定をずる 

「Advanced」 ^ 「PCI Configuration」 ^それぞれのデバイスに対して設定をする 

ディスクアレイコント□-ラボードを取り付ける 

「Advanced」 ^ 「PCI Configuration」 ^ 「PCI Slot n 0 ption ROM」^「Enabled」 
n: PCI ス□ットの番号 

A - ドウエアの構成情報をクリアする（内蔵デバイスの取り付け/取り外しのを） 

「Advanced」 ^ [ResetConfiguration Data」 一 「Yes」 一再起動するとクリアされる 


設定内容のセーブ関連 


BIOS の設定内容を保をずる 

「Exit」 一 「Exit saving Changes」 

変更した BIOS の設定を破棄ずる 

「Exit」 一 「Exit Discanding Changes」 または 「Discard Changes」 

BIOS の設定をデフオルトの設定に戻ず（出荷時の設定とは異なる場合びありまず) 

「Exit」 一 「Load Setup Defaults」 

現在の設定内容を保をずる 

「Exit」 一 have Changes」 

現在の設定内容をカスタムデフオルト値として保をずる 

「Exit」 一 have Custom Defaults」 

カスタムデフオルト値を□ー ドずる 

「Exit」 一 「Load Custom Defaults」 
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パラメータと説明 


SETUP には大きく目種類の^ニューがあります。 

参 Main メ ニユー（一 39ぺージ） 

• Advanced メ ニユー （一41ぺージ） 

• Security メ ニユー （-^47ぺージ） 

• Server メ ニユー （-^49ぺージ） 

• Boot メ ニユー (一已4ぺージ） 

• Exit メ ニユー （一己已ぺージ） 

このメニューの中からサブメニューを選択することによって、さらに詳細な機能の設定ができ 
ます。次に画面1こ表示されるメニュー別に設定できる機能やパラメータ、化荷時の設定を説明 
しまず。 
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Main 

S 口 UP を起動すると、はじめに Main メニューが表示されます。項目の前に「►」がついてい 
るメニューは、選択してく Eriter> キーを押すとサブメニューが表示されまず。 



Main メニューの画面上で設定できる項目とその機能を示しまず。 


項目 

パラメータ 

説明 

System Time 

HH:MM:SS 

時刻の設ををしまず。 

System Date 

MM/DD/YYYY 

日付の設ををします。 

SATA Port 1 

— 

それぞれのチャネルじ接続されているデパ 

SATA Port 2 


イスの情報をサブメニューで表示します。 

一部設定を変更できる項目がありますが、 

出荷時の設をのままにしておいてください。 

Processor Settings 

— 

プ□セ、ソサに PU) に関する情報や設ををする 
画面を表示しまず （40 ページ参照)。 

Language 

[English (US)] 

Fran が is 

Deutsch 

Espanol 

Italiano 

SETUP で表示ずる言語を選択します。 


[]： 化荷時の設定 


BIOS のパラメータで時刻や日付の設定が正しく設定されているか必ず確認し 
てください。次の条件に当てはまる場合は、運用の前にシステム時計の確認- 
調醫をしてください。 

• 装置の輸送後 

• 装置の保管後 

• 装置の動作を保証ずる環境条件（温度：10で〜3日で-湿度： 20%〜 
80%)か5列れた条件下で休止状態にした後 

システム時計は毎月1回程度の割合で確認してくださし、また、高い時刻の精 
度を要ホずるよラなシステムに組み込む場合は、タイムヴーバ （ NTP サーバ） 
などを利用して運用ずることをお勧めしまず。 

システム時計を調碧しても時間の経過と巧に著しい遅れや進みが生じる場合 
は、お買い求めの販売店、または保守サービス会社に保守を依頼してください。 
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Processor Settings ヴブメニユー 

Main メニューで 「Processor Settings」 を選択すると、 U 下の画面が表示されます。 


Phoenix TrustedConeCtm) Setup Utility 

Main 



Processor Settings 


Item Specific HeLp 

Processor 

Retest : 

C^] 

Select 'Yes' , BIOS will 
clear historical 

Processor 

Speed Setting: 

3000 MHz 

processor status and 
retest aL し processors 

Processor 

1 CPUID: 

06 巧 

on next boot. 

Processor 

1 L2 Cache: 

1024 KB 


Execute Disable Bit: 

[Disabled] 


InteL(R) Virtualization Tech: 

[Disabled] 



FI Help T i Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit < * Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 


項目については次の表を参照してください。 


頂 目 

バ ラメータ 

説明 

Processor Retest 

[ No ] 

Yes 

プ□セ、ソサのエラー情報をクリアし、次回 
起動時にすべてのプ□セ、ソサに対してテス 
卜を行います。このオプションは次◎起動 
禮じ自動的に 「 No 」 に切り替わります。 

Processor Speed Setting 


搭載しているプ□セ、ソサのク□ック速度を 
表示しまず。 

Processor 1 CPU ID 

数値 ( Oxxx ) 

Disabled 

Not Installed 

数値の場合はプ□セ、ソサ1の ID を示します。 
「 Disabled 」 はプ□セ、ソサの故障 、 「Not 
Installed 」 は取リイ寸けられていないことを示 
しまず（表示のみ)。 

Processor 1 L 2 Cache 


プ□セ、ソサ1の二次キャッシュサイズを表示 
します（表示のみ)。 

Execute Disable Bit 

|； Disabled ] 

Enabled 

Execute Disable 巨 it 機能をサポートしている 
CPU のみ表示されまず。この磯能を使用ず 
るかどうかを設ちしまず。 

tntel ( R ) Virtualization Tech 

|； Disabled ] 

Enabled 

インテルプ□セ、ソサーが提供ずる「仮想化 
巧術」の機能の有効/無効を設定します。 


[]： 出荷時の設定 
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Advanced 

力ーソルを 「Advanced」 の位置に移動させると、 Advanced メニユーが表示されます。 

項目の前に「►」がついている;<ニューは、選択してく Ente「> 丰一を押ずとサブメニューが表 
示されまず。 


Phoenix TrustedCoreCtm) Setup UtiLity 

Advanced 




Item Specific HeLp 

► Memory Configuration 

► PCI Configuration 

► Peripheral Conriguraion 

► Advanced Chipset Control 


Additional setup 
menus to configure 

Memory devices. 

Boot-time Diagnostic Screen: 

[Disabled ： 


Reset Configuration Data: 

[No] 


NumLock: 

[Off ： 


Memory/Processor Error: 

[Boot] 



FI Help t i Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit * - Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 


項目については次の表を参照して < ださい。 


項目 

パラメータ 

説明 

Boot-time Diagnostic 

Screen 

[ Disabled ] 

Enabled 

「 Enabled 」 に設をずると， POST の内容を 
画面に表示しまず。 「 Disabled 」 じ設ちずる 
と NEC □ゴで POST の表示を隠します。 
Console Redirection 中は 「 Disabled 」 に設 
をできません。 

Reset Configuration Data 

[ No ] 

Yes 

Configuration Data ( POST で記憶している 
システム情報)をクリアずるときは 「 Yes 」 

[こ設をします。装置の起動後じこのパラ 
メータは 「 No 」 に切り替わりまず。 

NumLock 

On 

[OffJ 

システム起動樹こ Numlock の有効/無効を設 
をしまず。 

Memory/Processor Error 

[ Boot ] 

Halt 

POST でメモリまたはプ□セ、ソサに異常を横化 
した際の POST 終了後の動作を選択します。 
「 Boot 」 でオペレーティングシステムをそのま 
ま起動します。 「 Halt 」 で動作を停止しまず。 


[]： 出荷時の設定 


两"〇 Reset Configuration Da ねを 「YesJ に設定ずると、ブートデバイスの情報 
もクリアされまず。 Reset Configuration Data^「Yes」 に設定ずる前に、 
必ず設定されているブートデパイスの順番を記録し、 Exit Savin 色 Changes 
で再起動後、 BIOS セットアップメニューを起動して、ブートデバイスの順番 
を設定し直してください。 
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Memory Configuration サブメニユ ー 

Advanced メニューで 「Memory Configuration」 を逞択ずると、と JTF の画面が表示されます。 


Phoenix TrustedCoreCtm; Setup UtiLity 

Advanced 


Memory 

Configuration 

Item 

Specific Help 

System Memory: 

601 KB 

Enables 

DIMM sparing 

Extended Memory: 

522752 KB 

feature 


DIMM #1 Status: 

Normal 



DIMM #2 Status: 

Normal 



Memory Retest : 

[ffBil 



Extended RAM Step: 

: Disabled： 




FI Help t 1 Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 



項目については次の表を参照してください。 


項 目 

バ ラメータ 

説明 

System Memory 

— 

基本メモリの容量を表示します。 

Extended Memory 

— 

化張メモリの容量を表示します。 

DIMM #1 -#2 Status 

Normal 

Disabled 

Not Installed 

メモリの現在の状態を表示しまず。 

「 Normal 」 はメモリが正南であることを示し 
まず。 「 Disabled 」 は故障していることを， 
[Not Installed 」 はメモリが取り付け6れて 
いないことを示しまず（表示のみ)。 

Memory Retest 

[ No ] 

Yes 

メモリの エラー 情報をクリアし、次◎起動 
時にすべての DIMM に対してテストを巧いま 
す。このオプションは次回起動後に自動的 
じ 「 No 」 じ切り替わりまず。 

Extended RAM Step 

1 MB 

IK 巨 

Every Location 
[ Disabled ] 

riM 巳」は 1 M 単位にメモリテストを行いま 
す。 「1 KB 」 は 1 K 単位にメモリテストを行い 
まず 。 [Every Location 」 はすべてじメモリ 
テストを巧います0 メモリテスト中はス 
ペースキーのみ有効となりく F 2>、< F 4>, 

く F 12>、 く Esc > キーは無視されます。 


[]： 出荷時の設定 
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PCI Configuration ヴブメニユー 

Advanced メニューで 「PCI Configuration」 を違択すると、以下の画面が表示されます。項 
目の前じ「►」がついているメニューは、選択してく Ente「> キーを押すとサブメニューが表示 
されまず。 


Phoenix TrustedCoreCtm) Setup UtiLity 

Advanced 


PCI Configuration 

Item Specific HeLp 

► Onboard Video Controller 

► Onboard LAN 

PCI Slot 1Option ROM: [Enabled] 

Additional setup 
menus to configure 
onboard Video 

controL Ler. 


F1 Help t i Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit * * Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 



項目については次の表を参照して < ださい。 


項目 

パラメータ 

説明 

PCI Slot 1 Option ROM 

[ Enabled ] 

Disabled 

PCI ボード上のオプション ROM の展開を有効 
じするか無効にずるかを設をしまず。 


[]： 化荷時の設を 


wO ディスクアレイコント□-ラや LAN ボード（ネットワークブート)、 Fibre 
Ito Channel コント□-ラで、 0S びインス!ルされた A- ドディスクドライプ 
を接続しない場合は、その PCI ス□ットのオプション ROM 展開を 「Disabled」 
に設定してください。 
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Onboard Video Controller サブメニュー 


項目 

パラメータ 

説明 

Onboard VGA Co 怖 ol 

Disabled 

[ Enabled ] 

オンボード上のビデオコント□ーラの有効/ 

お交力を設をします。 


[]： 出荷時の設定 


Onboard LAN ヴブメニュー 


項目 

パラメータ 

説明 

Onboard LAN 1 Control 

Disabled 

[ Enabled ] 

オンボード上の LAN コント□ー ラの有タカ/無 
巧を設をしまず。 

Onboard LAN 2 Control 

Disabled 

[ Enabled ] 

オンボード上の LAN コント□ー ラの有タカ/無 
タカを設ちしまず。 

LAN 1 Option ROM Scan 

[ Enabled ] 

Disabled 

オンボード上の LAN コント□ーラ1の巨 IOS 
の展開の有効/無効を設定します。 

LAN 2 Option ROM Scan 

[ Enabled ] 

Disabled 

オンボード上の LAN コント□ーラ2の巨 IOS 
の展開の有効/無効を設定します。 


[]： 出荷時の設定 
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Peripheral Configuration ヴブメニユー 

Advanced メニューで 「Peripheral Configuration」 を選択すると、 W 下の画面が表示されまず。 


Phoenix TrustedCore(tm) Setup Utility 


Peripheral 

Configuration 

Item Specific Help 

Serial Port B: 


Configure Serial Port B 

Base I/O address: 

[2F8] 

using options : 

Interrupt : 

[IRQ 3] 

[DisabLed] 

USB ControLLer: 

[Enabled] 

No configuration 

USB 2.0 Controller 

[Enabled] 

[Enabled] 

Serial ATA: 

[Enabled] 

User configuration 

Native Mode Operation: 

[Auto] 


SATA RAID Enable: 

[DisabLed] 



F1 Help t i Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit < • Select Menu Enter Select ►Sub-Menu F10 Save and Exit 


wO 害 ij り込みべース I/O アドレスが他と重複しないようにま意してください。設定 
置3 した値が他のリソースで使用されている場合は黄色の「*」が表示されまず。 
黄色の 「*j が表示されている項目は設定し直してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

Serial Port 目 

Disabled 

[ Enabled ] 

シリアルポート己の有効/無効を設ちします。 

Serial Port 巳 

Base I/O address 

3 F 8 
に F 8] 

3 E 8 

2 E 8 

シリアルポート巨のためのベース I/O アドレ 
スを設をします。 

Serial Port 巳 

Interrupt 

[IRQ 3] 

IRQ 4 

シリアルポート巨のための割り込みを設走し 
まず。 

USB Controller 

Disabled 

[ Enabled ] 

U 沈 Device の有効/おタカを設をしまず。 

USB 2.0 Controller 

Disabled 

[ Enabled ] 

US 己 2.0 の有効/お巧を設をします。 

Serial AT A 

Disabled 

[ Enabled ] 

マザーボード上のシリアル ATA コント□一 
ラの有効/無効を設をしまず。 

Native Mode Operation 

[ Auto ] 

Serial AT A 

Native Mode Device を選択することができ 
ます。 

SATA RAID Enable 

[ Disabled ] 

オンボード上の SATA コント□ー ラを使った 
八ードディスクドライブの RAID (ディスク 
アレイ）の有タカ/無巧を設をしまず。 

本装置は未サポートのため，設をを変更す 
ることはできません。 

を：異なる設をで SATA 八ードディスクドラ 
イブから起動するとデータが壊れるおそ 
れがあります。 


[]： 化荷時の設定 
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Advanced Chipset Control ヴブメニユー 

Advanced メニューで 「Advanced Chipset Control」 を違択すると、 W 下の画面が表示され 
ます。 


Phoenix TrustedCore(tm) Setup UtiLity 

Advanced 


Advanced Chipset Control 

Item Specific Help 

Wake On LAN/PME: li 品!! RL 

Wake On Ring: [Disabled] 

Wake On RTC Alarm: [Disabled] 

Determines the action 

of the system a 

LAN/PME wake up event 

occurs. 


F1 Help I i Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit ♦ •- Select Menu Enter Select ► Sub-Menu FI 日 Save and Exit 



項目 I こついては次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

Wake On LAN/PME 

Disabled 

[ Enabled ] 

標準装備のネットワークまたは PCI デバイス 
(PCI Power Management を Enabled (こずる 
インベント)によるリモートパワーオン機能 
の有効/無効を設をしまず。 

Wake On Ring 

[ Disabled ] 

Enabled 

シリアルポート（モデム）を介したリモー 
トパワーオン機能の有効/無効を設をしま 
す。 

Wake On RTC Alarm 

岡 sabled ] 

Enabled 

リアルタイムク□ックのアラーム機能を 
使ったリモートパワーオン機能の有効/無交力 
を設をします。 


[]： 出荷時の設定 
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Security 

力ーソルを 「Security」 の位置に移動させると、 Security メニューが表示されまず。 


Phoenix TrustedCore(tm) Setup Utility 
Security 


Supervisor Password Is: 

User Password Is: 

Clear 

Clear 

Item Specific HeLp 


Set Supervisor Password 

[Enter] 

Supervisor Password 
controls access to the 

Set User Password 


setup utiLity. 

Password on boot: 

[Disabled： 


Fixed disk boot sector: 

[Norma し] 


Power Switch Inhibit: 

[DisabLed] 



FI Help 1 i Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit ■• - Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 


Set Supervisor Password もしくは Set User Password のどちらかでく Enter> キーを押ずと 
パスワードの登録/変更画面が表示されます。 

ここでパスワードの設定を巧いまず。 


两"〇 • 「User PasswordJ は、 [Supervisor PasswordJ を設定していない 
Ito と設定できません。 

• 0S のインスIル前にパスワードを設定しないでください。 

• パスワードを忘れてしまった場合は、お買いホめの販売店または保守 
サービス会社にお問い合わせください。 


各項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

Supervisor Password Is 

Clear 

Set 

スーパーパイザパスワードが設をされてい 
るかどうかを示しまず（表示のみ）。 

User Password Is 

Clear 

Set 

ユーザーパスワードが設定されているかど 
うかを示します（表示のみ)。 

Set Supervisor Password 

8 文字までの英数字 

く Ente にキーを押ずとスーパーバイザのパス 
ワード入力画面じなりまず。このパスワー 
ドですベての SETUP メニューじアクセスで 
きまず。この設定は、 SETUP を起動したと 
きのパスワードの入力で 「 Supervisor 」 で 
□グインしたときのみ設走できます。 

Set User Password 

8 文字までの英数字 

く £が目「>丰一を押すとユーザーのパスワード 
入力画面じなりまず。このパスワードでは 
SETUP メニューのアクセスじ制限がありま 
す。この設をは、 SETUP を起動したときの 
パスワードの入力で 「 Supervisor 」 で□グ 
インしたときのみ設をできまず。 
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項目 

バラメータ 

説明 

Password on boot 

[ Disabled ] 

Enabled 

起動時にパスワードの入力を巧う/行わな 
いの設定をします。先じスーパパイザのパ 
スワードを設定する必要があります。もし、 
スーパーバイザのパスワードが設定されて 
いて、このオプションが無効の場合は BIOS 
はユーザーが起動していると半!!断しまず。 

Fixed disk boot sector 

[ Normal ] 

Write Protect 

IDE 八ードディスクドライブに対する書き込 
みを防ぎまず。本装置では IDE 八ードディス 
クドライプをサポートしていません。 

Power Switch Inhibit 

[ Disabled ] 

Enabled 

パワースイッチの磯能を有効にずるか無効 
じずるかを設ちしまず。 

なお、強制電源 OFF (4 砂押し）は無効にで 
きません。 


[]: 出荷時の設定 
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S 白 rv 白广 

カーソルを 「Server」 の位置1こ移動させると、 Server メニューが表示されます。 


Phoenix TrustedCore(tm) Setup Utility 
Server 


► System Management 


Item Specific Help 


Additional setup menus to 
view server management 

► Conso し e Redirection 

► Event Log Configuration 

Assert NMI on PERR: 


features. 

Assert NMI on SERR: 

CEnabLed] 


FRB-2 Policy: 

[Disable BSP] 


Boot Monitoring: 

: Disabled] 


Boot Monitoring PoLicy: 

tRetry 3times] 


Thermal Sensor: 

CEnab し ed] 


BMC IRQ: 

[IRQ 11] 


Post Error Pause: 

CEnabLed] 


AC-LINK: 

[Last State] 


Power ON Delay Time: 

: 20： 


Platform Event Filtering: 

CEnabLed] 



FI Help t i Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit - ► Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 


Server メニューで設定できる項目とぞの機能を示します。 「System Management」 と 
「Console Redirection」 、 [Event Log Configuration」 は選択後、く Ente「> キーを押してサブ 
メニューを表示させてから設定します。 

項目については) 欠の表を参照して<ださい。 


項目 

パラメータ 

説明 

Assert NMI on PERR 

Disabled 

[ Enabled ] 

PCI PERR のサポートを設をしまず。 

Assert NMI on SERR 

Disabled 

[ Enabled ] 

PCI SERR のサポートを設をしまず。 

FRB -2 Policy 

Disable FRB 2 Timer 
[Disable BSP ] 

Do Not Disable BSP 
Retry 3 Times 

巨 SP で FR 巳レベル2のエラーが発生したとき 
のプ□セ、ソサの動作を設走します。 

Boot Monitoring 

[ Disabled ] 

己 Minutes 

10 Minutes 

15 Minutes 

20 Minutes 

25 Minutes 

30 Minutes 

35 Minutes 

40 Minutes 

45 Minutes 

50 Minutes 

55 Minutes 

60 Minutes 

起動監視禮能の有効/無効と女イムアウトま 
での時間を設定しまず。この機能を使用ず 
る場合は、 ESM 戶 RO/ServerAgent をインス 
トールしていない OS か6起動する場合には、 
この機能を無効じしてください。 
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項目 

バ ラメータ 

説明 

Boot Monitoring Policy 

[Retry 3 times ] 

Retry Service Boot 
Always Reset 

起動監視時にタイムアウトが発生した場合 
の処理を設定しまず。 

[Retry 3 times ] (こ設定ずると、タイムアウト 
の発生禮じシステムをリセットし、 OS 起動 
を3◎まで試みます。 

[Retry Service 巨 00 1] に設定すると、タイム 
アウト発生後にシステムをリセットし、 0 S 
起動を3回まで試行しまず。その後、サービ 
スパーティション*から起動を3回試み、3回 
とわ失敗した場合は起動を停止します。 
[Always Reset ] に設定すると、タイムアウ 
卜発生禮じ 0 S 起動を常に試みます。 



* システムにサービスパーティションが存 
在しない場合は、システムパーティショ 
ンか 60 S 起動を細遐じ註みます。 

Thermal Sensor 

Disabled 

[ Enabled ] 

温度センサ監視機能の有効/無効を設ちしま 
す。有効にずると、温度の異常を模化した 
場合に POST の終わりでいったん停止しま 
す。 

BMC IRQ 

Disabled 
[IRQ 11] 

BMC (ベースボードマネージメントコント 
□ーラ）じ割り込みラインを割り当てるか 
どうかを選択しまず。 

Post Error Pause 

Disabled 

[ Enabled ] 

POST の実行中にエラーが発生した際に、 
POST の終わりで POST をいったん停止する 
かどうかを設定します。 

AC-LINK 

Stay Off 
[Last State ] 

Power On 

AC リンク磯能を設走しまず。 AC 電源が再度 
供給されたときのシステムの電源の状態を 
設ちしまず（下表参照)。 

Power ON Delay Time ( Sec ) 

[20] - 255 

DC 電源を ON じするディレイ時間を20秒か 
ら255秒の間で設定:します。 AC - UNK で 
[Last StateJ または 「 Power 加」に設定 
している場合に有効となりまず。 

Platform Event Filtering 

Disabled 

[ Enabled ] 

BMC (ベースボードマネージメントコント 
□ーラ）の通報機能の有効/無効を設ちしま 
す。 


[]： 出荷時の設を 


「AC-LINK」 の設定と本装置の AC 電源が OFR こなってから再度電源が供給されたときの動作を 
次の表に示します。 


AC 電源 OFF の前の状態 

巧疋 

Stay Off 

Last State 

Pow 白 r On 

動作中 

Off 

On 

On 

停止中 （ DC 電源も饼 f のとき） 

Off 

Off 

On 

強制電源 0 FP 

Off 

Off 

On 


POWER スイッチを4秒 JU 上押し続ける操作でず。強制的に電源を OFF じしまず。 


お信電電源装置 ( UPS ) を利用して自動運転を巧う場合は FAC - LINKJ の設定 
置3 を 「 PowerOnJ にしてください。 
























システム設定の変更 51 


System Mana 甚 ement ヴブメ ニユー 

Server メニューで fSystem ManagementJ を違択し、く Ente「> キーを押ずと、_^下の画面が 
表示されまず。 


Phoenix TrustedCore(tin) Setup Utility 
Server 


System Management 

Item Specific Help 

BIOS Version: xxxx 

Board Part Number: xxxxxxx-xxxxxxxx 

Board Seri a し Number: xxxxxxx-xxxxxxxx 

System Part Number: xxxxxxx-xxxxxxxx 

System Serial Number: xxxxxxx-xxxxxxxx 

Chassis Part Number: xxxxxxx-xxxxxxxx 

Chassis Serial Number: xxxxxxx-xxxxxxxx 

Onboard LAN1 MAC Address: xx-xx-xx-xx-xx-xx 

Onboard LAN2 MAC Address: xx-xx-xx-xx-xx-xx 

Management LAN MAC Address: xx-xx-xx-xx-xx-xx 

BMC Device ID: 01 

BMC Device Revision: 01 

BMC Firmware Revision: 01.00 

SDR Revision: 01.00 

▼ 

ALL items on this meenu 

cannot be modified in 

user mode. If any 
items require changes, 
please consuLt your 
system Supervisor. 


FI Help t i Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit ► Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 


項目については次の表を参照して < ださい。 


項目 

パラメータ 

説明 

BIOS Version 


BIOS のバージョンを表示しまず（表示の 
み)。 

Board Part Number 

— 

本装置のマザーボードの部品番号を表示し 
まず（表示のみ)。 

Board Serial Number 

— 

本装置のマザーボードのシリアル番号を表 
示します（表示のみ)。 

System Part Number 

— 

本装置のシステムの部品番号を表示します 
(表示のみ)。 

System Serial Number 

— 

本装置のシステムのシリアル番号を表示し 
ます（表示のみ)。 

Chassis Part Number 


本装置の匿体の部品番号を表示します（表 
示のみ）。 

Chassis Serial Number 

— 

本装置の置体のシリアル番号を表示します 
(表示のみ)。 

Onboard LAN 1 MAC 
Address 

— 

標準装備の LAN ポート1の MAC アドレスを 
表示しまず（表示のみ)。 

Onboard LAN 2 MAC 
Address 

— 

標準装備の LAN ポート2の MAC アドレスを 
表示しまず（表示のみ)。 

Management LAN MAC 
Address 

— 

管理用 LAN ポートの MAC アドレスを表示し 
まず（表示のみ)。 

BMC Device ID 

— 

巨 MC のデバイス ID を表示しまず（表示の 
み)。 

BMC Device Revision 

— 

巨 MC のレビジョンを表示します（表示の 
み)。 

BMC Firmware Revision 

— 

巨 MC のファームウェアレビジョンを表示し 
まず（表示のみ)。 

SDR Revision 

— 

センサデータレコードのレビジョンを表示 
しまず（表示のみ)。 

PIA Revision 

— 

プラットフォームインフォメーションエリ 
アのレビジョンを表示しまず（表示のみ）。 
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Console Redirection ヴブメニユー 

Server^ ニューで 「Console Redirection」 を選択し、く Ente にキーを押すと、 W 下の画面が 
表示されます。 



項目Iこついては次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

BIOS Redirection Port 

|； Disabled ] 

Serial Port 巨 

このメニューで設定したシリアルポートか 
ら DianaScope や八イパーターミナルを使つ 
た管理端末からのダイレクト接続を有効に 
するか無効[こするかを設定しまず。 

ACPI Redirection Port 

|； Disabled ] 

Serial Port 己 

OS 動作中に ACPI コンソールを接続ずるシリ 
アルポートを設ちしまず。 

Baud Rate 

9600 

[19.2 K ] 

38.4 K 

57.6 K 

115.2 K 

あ続する八ードウエアコンソールとのイン 
タフエースに使用するボーレートを設をし 
ます。 

Terminal Type 

[PC ANSI ] 

VT 100+ 

VT - UTF 8 

ターミナル端末の種別を選択します。 

Flow Control 

None 

XON/XOFF 
に TS / RTS ] 

CTS/RTS + CD 

フ□一制がのち法を設をします。 

Remote Console Reset 

|； Disabled ] 

Enabled 

接続している八ードウエアコンソールから 
送信されたエスケープコマンド （Esc R ) に 
よるリセットを有効じずるかどうかを選択 
します。 


[]： 出荷時の設走 
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Event Log Configuration ヴブメニユー 

Server メニューで [Event Log Configuration」 を選択し、く Enter> キーを押すと、 J: 又下の画 
面が表示されまず。 


Phoenix TrustedCore(tin) Setup Utility 
Server 


Event Log Configuration 

Item Specific Help 

Clear ALL Event Logs: 

The system event Log 

wiL し be cleared if 
selecting "Yes". 


F1 Help t I Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit • Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 



項目については次の表を参照して < ださい。 


項目 

パラメータ 

説明 

Clear All Event Logs 

Enter 

< Enter > キーを巧すとお認画面が表示され， 
「 Yes 」 を逞ぶと保をされている エラー □グ 
を初期化しまず。 


[]： 出荷時の設定 
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Boot 

力ーソルを 「Boot」 の位置に移動させると、起動順位を設をする Boot メニューが表示されます。 



起動デバイスとして登録されていないデパイス 


起動デバイスとして登録されたデバイスとその優先順位 


表示項目 

デバイス 

USB CDROM 

USB CD - ROM ドライブ 

IDE CD 

ATA 円の CD - ROM ドライブ 

USB FDC 

us 己フ□ッピーディスクドライプ 

USB KEY 

US 己フラッシュメモリなど 

IDE HDD 

八ードディスクドライブ 

PCI SCSI 

八ードディスクドライブ 

PCI DEV 

IBA GE Slot XXXX :本体標準装備の LAN。「Slot OCOOJ が LAN 1 、 「Slot 0 C 01」 

が LAN 2 を表します。 

その他の表示： 本体のライザーカードに接続されているオプションの PCI ボー 

ド。 


1. BIOS は起動可能なデバイスをお化すると、該当する表示項目にそのデバイスの情 
報を表示します。 

メニューに表示されている任意のデバイスか6起動させるためにはそのデバイスを 
起動デノ'(イスとして登録する必要がありまず（最大8台まで)。 

2. デバイスを違択後して <X> キーを押すと、違択したデバイスを起動デバイスとして 
登録/解除することができまず。 

最大8台の起動デバイスを登録巧みの場合は <X> キーを押しても登録することはで 
きません。現在の登録済みのデバイスか6起動しないものを解除してか6登録して 
ください。 

また達が後に <Shift> キーを押しながら、<1>キーを押すと違択したデバイスを有 
効/無効にずることができまず。 

3. < t >キー/< I >キーと<+>キー/<一>キーで登録した起動デバイスの優先順位 
(1 位か68位）を変更できます。 

をデバイスの位置へ< t >丰—/< i >キーで移動させ、<十>キー/<一>キーで優先 
順位を変更できます。 
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Exit 

力ーソルを 「Exit」 の位置に移動させると、 Exit メニユーが表示されます。 


Phoenix TrustedCore(tm) Setup Utility 



Item Specific Help 

Exit Saving Changes 


Exit Discaraing Changes 


Load Setup Defaults 

Exit System Setup and 

Load Custom Defaults [Enter] 

save your changes to 

Save Custom Defaults [Enter] 

CMOS. 

Disacard Changes 


Save Changes 



FI Help t i Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit ■• - Select Menu Enter Execute Command F10 Save and Exit 


このメニューの各オプションじついて W 下に説明します。 

Exit Saving Changes 

新たに選択した内容を CMOS メモリ（不揮発性メモリ）内に保存して SETUP を終わらせる時 
に、この項目を選択しまず。 Exit Saving Changes を選択ずると、磕認画面が表示されまず。 
ここで、 「Yes」 を選ぶと新たに選択した内容を CMOS メモリ（不揮発性メモリ）内に保ちし 
て SETUP を終了し、自動的にシステムを再起動します。 

Exit Discarding Changes 

新たに選択した内容を CMOS メモリ（不揮発性メモリ）内に保存しないで SETUP を終わらせ 
たい時に、この項目を選択しまず。 

次1こ [Save before exiting?」 の確 f 忍画面が表示され、ここで、 「No」 を選択すると、変更し 
た内容を CMOS メモリ内に保をしないで SETUP を終了し、ブートへと進みます。 rVesJ を選 
択すると変更した内容を CMOS メモリ内に保ちして SETUP を終了し、自動的にシステムを再 
起動します。 








已巨 システム团 OS (SETUP) のセットアップ 


Load Setup Defaults 

SETUP のずベての値をデフォルト値に戻したい時 I こ、この項目を選択します。 Load Setup 
Defaults を選択ずると、磕認画面が表示されます。 

ここで、 「Yes」 を選択すると、 SETUP のずベての値をデフォルト値Iこ房して Exit 六ニューに 
戻ります。 「No」 を選択ずると Exit メニューに戻ります。 


• モデルによっては、出荷時の設定とデフォルト値が異なる場合がありま 
ず。この項で説明している設定一覧を参照して使用ずる環境に合わせた 
設定に直ず必要がありまず。 

• SATA 八ードディスクドライブモデルにおいてこのオプションを実巧ず 
ると、 rAdvanced 」 の fPeripheral Configuration 」 メニユーの 
「SATA RAID Enabled 」 が 「DisabledJ に設定されまず。 SATA 内 
蔵八ードディスクドライブをディスクアレイで使用している場含は、 
SETUP をお了ずる前に 「 EnabledJ に変更し、設定内客を保をしてく 
ださい。設定を変更せずに再起動ずると八ードディスクドライブのデー 
夕を壊ずおそれがありまず。 



rSATA RAID Enabled」 メニ ューを表示させるには、 「Advanced」 メニ ューの 
「Peripheral Configuration」 一 「SATA Controller Mode Option」 を 「Enhanced」 
に設をしてください。 


Load Custom Defaults 

このメニューを選択してく Ente「> キーを押すと、保をしているカスタムデフォルト値を□ー ド 
します。カスタムデフォルト値を保をしていない場合は、表示されません。 


Save Custom Defaults 

このメニューを選択してく Erite「> キーを押すと、現在の設定値をカスタムデフォルト値として 
保存します。保をずると 「Load Custom Defaults」 メニューが表示されまず。 


Discard Changes 

CMOS メモリに値を保をする前に今回の変更を W 前の値に房したい場合は、この項目を選択し 
ます。口 scard Changes を選択すると確認画面が表示されまず。 

ここで、 「Yes」 を選ぶと新たに選択した内容が破棄されて、前の内容に戻ります。 


Save Chan 良已 S 

新たに選択した内容を CM 日 S メモリ（不揮発性メモリ）内に保をする時に、この項目を選択し 
ます。 Saving Changes を選択ずると、確認画面が表示されます。 

ここで、 「Yes」 を選ぶと新たに選択した内容を CMOS 六モリ（不揮発性メモリ）内に保存し 
ます。 






システム設定の変更 已7 


CMOS メモリ•パスワードのクリア 


本装置が持つセットアップユーティリティ 「SETUP」 では、本装置内部のデータを第兰ちか 
6保農するためじ独自のパスワードを設をすることができます。 

万一、パスワードを忘れてしまったときなどは、ここで説明するちまでパスワードをクリアす 
ることができます。 

また、本装置の CMOS メモリに保をされている内容をクリアずる場合も同様の手順で行いま 
す。 


• CMOS メモリの内容をクリアずると SETUP の設定内容がずベてデフォ 
ルトの設定に戻りまず。 

• SATAA - ドディスクドライブモデルにおいて CMOS メモ U の内容を 
ク U アずると 、 BIOS SETUP ユーティ U ティの rAdvancedJ の 
「Peripheral Confi 居 urationj メニューの 「SATA RAIDJ が 
「 Disabled 」 に設定されまず。 SATA 内蔵 A - ドディスクドライプを 
ディスクアレイで使巧している場合は、 CMOS メモリのクリアを、 

日 IOS SETUP ユー ティリティを起動して、上記設定を rEnabled 」 に 
変更し、設定の容をな巧してください。設定を変更せずに起動ずると 
A - ドディスクドライブのデータを壊ずおそれびありまず。 


パスワード/ CMOS メモリのクリアはマザーボード上のコンフィグレーシヨンジヤンパスイツ 
チを操作して行います。ジャンパスイッチは下國の位置じあります。 


その他のジャン/くの設定は変更しないでください。本装置の故障や誤動作の原 
圍3 因となりまず。 


前面側 


背面側 



ジャンパスイ、ソチ 



























































































已 8 システム团 os 设 ETUP ) のセットアップ 


それぞれの内容をクリアするちまを次に示します。 




装置を安全にお使いいただくために巧のを意事頃を必ずお守りください。人び巧こず 
る、または重傷を負うおそれびありまず。詳し < は、 iii ページむ降の説明をご覧くださし、。 

• 自分で分■解-修理-改造はしない 

• リチウムバッテリを取り列さない 

• プラグを差し込んだまま取り扱わない 


A 注意 

AA 

装置をを全にお使いいただくために次のミち意事項を必ずお守りください。义傷やけが 
などを負ラおそれや物的損害を負ラおそれがありまず。詳しくは、 iN ページ W 降の説 
明をご覧ください。 

A A 

Q 

• 1人で持ち上ばない 

• 中途半端に取り付けない 

• カバーをがしたまま取り付けない 

• 指を挟まない 

• 戸 ご 曰:卞音 

• ラックが不を定な状態でデバイスをラックか6引き出さない 

• 複数台のデバイスをラックか5引き出した状態にしない 



< CMOS のクリア> 

1. 100ぺージを参照して準備をする。 

2. 本体をラックか5引き出す （24 ページ参照)。 

3. トップカバーを取りがす （102 ページ参照)。 

4. ジャンバスイッチの設定を「クリア」に変更する。 

已.已砂ほど待ってジャンバスイッチの設定を元の位置に戻す。 

6. 取り外した部品を元に組み立てる。 

1 . 電源コードを接続して本体の電源を ON にする。 

8. < F 2> キーを押して BIOS SETUP ユーティ U ティを起動し、 Exit メニューか6 

「Load Setup Defaults ] を実行する。 


<バスワードのクリア> 

1. < CM 0 S のクリア>の！〜4の手順同様にジャンバスイッチの設定を変更する。 

2. 取り外した部品を元に組み立て、 POWER スイッチを巧ず。 

3. < F 2> キーを巧して BIOS SETUP ユーテイ U テイを起動し、バスワードを設定し 
直して 「Exit Savin 巨 Changes 」 を実行する。 

4. 電源を落とし、 〈 CMOS のク U ア〉の1〜4の手順同様にジャンパスイッチを元に戻ず。 
已.再度、本体を元通りに組み立てる。 















システム設定の変更 已9 


割り込みライン 

割り込みラインは、化荷時に次のように割り当てられています。オプションを増設ずるときなどに参 
考にしてください。 


IRQ 

周辺機器（コント□ーラ） 

IRQ 

周辺機器（コント□ーラ） 

0 

システムタイマ 

12 

マウス 

1 

キーボード 

13 

数値演算プ □ セ、ソサ 

2 

— 

14 

プライマリ IDE 

3 

COM 2 シリアルポート 

15 

セカンダリ IDE 

4 

COM 1 シリアルポート 

16 

US 巨 

5 

PCI 

17 

VGA 

6 

— 

18 

— 

7 

PCI 

19 

USB 

8 

リアルタイムク□ック 

30 

LAN1 

9 

ACPI Compliant System 

31 

LAN2 

10 

PCI 

49 

SAS1 

11 

BMC IRQ 

51 

SAS2 
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